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昭和 25 年全日本撓競技連盟（会長笹森順造）設立，26 年主権回復を経，27年全剣連（会長木村篤太郎）が創立され，





















































































































































































19	 林崎研究 195 頁は「十六代・奥山宥観は林崎新夢想流の免許を受けたか」とする．
20	 武芸流派大事典141頁「大森流」．





































































ジャーナル，昭和 61年），岩田憲一「土佐の英信流・旦慕芥考」（平成元年），剣道日本 2008，剣道日本 2009，池
田清代「居合道名人伝・下巻」（スキージャーナル，2009 年．以下「名人伝下巻」という），武芸流派大事典 824頁「夢
想神伝流」，ウィキペディア「居合道」「無双直伝英信流」「夢想神伝流」．
24	 居合術範士は中山博道（理念研究 57 頁）．「武徳会誌」明治 44 年・14頁は，剣道範士 10人・教士 86人に対し，


















































































































































































































地判平成 24 年 6月29日《LLI/DB 判例秘書》参照．古武道総覧 16頁等）．
40	 全剣連『剣道の歴史』（平成 15 年．以下「剣道の歴史」という）4頁・358頁．







































































































































































































































49	 第一次審査で合格判定を受けた者は，第二次審査を受審できる（同規則18 条 1･3 項）．
50	 今次改正により六・七段が「全剣連居合 5 本」，八段第一次審査が「全剣連居合 6 本」・第二次審査が「全剣連居
合12 本」とされたが，四・五段は，従来どおり古流必須を維持．
51	 剣道日本編集部「古流の実技は撤廃　居合道八段審査 11月実施で検討」剣道日本平成 29 年 11月号140頁．

























































































































































59	 宗家逝去等に伴う争いが深刻化する例は少なくない（大坂地判昭和 55.3.18( 少林寺拳法 ) 判時 969 号 95 頁，大坂
高決昭和 56.12.8 決定（花柳流）ジュリ810 号 106 頁，大高判平成 9.3.25( 音羽流 ) 判時 1626 号 133頁等）．重大離
反行為をした弟子に対し，破門等の内部処分のみでは流派の保存普及を全うできない場合，不正競争防止法違反（2
条 1項等），商標法違反（37条・2条 3 項等）等で訴えを提起するときがあるが，その際，商標権を有することは有
効である．
60	 剣道の歴史 9頁．










































































62	 山本甲一『剣道大臣』（島津書房，平成 29 年）236 頁．
63	 国際普及，「剣道の文化誌」月刊「武道」2019 年 12月号 53頁等．
64	 一般スポーツで勝者が派手なガッツ・ポーズを執ることもあるが，剣道では，不適切な行為であれば有効打突が取り
消され，非礼な言動であれば負けとされる．
65	 国際普及，「剣道の文化誌」月刊「武道」2019 年 12月号 53頁等．
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